
国際交流の架け橋

　皆さんお久しぶりです。米沢も雪が解け、もうすぐ花見の季節に
なりますね！イギリスでは花見の習慣はありませんし、公共の場所
での飲酒は違法になります。ですから、日本で美しい桜を見ながら、
友達と話したり飲んだりすることをとても楽しみにしています。
　このように日本に来て、文化や習慣の違いを感じることがたくさ
んあります。例えば、レストランに行ってチップを払わないこと、
これはイギリスだと失礼なことです。また、イギリスではマスクを
掛けると、周りの人にうつる重病と思われて近づかれません！
　最もイギリスと違うと思ったことは、日本人はよく「謝る」ことで
す。部屋に入るときは「失礼します」、店員を呼ぶときは「すみませ
ん」、メールでは「お忙しいところ申し訳
ございません」、電話でも「失礼します」
…。電話は顔が見られないのに、頭を下
げる人もいますね。イギリスではそんな
「ベリーソーリー」な人はいないですよ！

　始めに「網膜硝子体の手術装置」に
ついて説明します。この装置は、黄斑
疾患や網膜硝子体疾患の場合に使用し
ます。黄斑疾患には、視野の中心が見
えなくなる黄斑円孔や、ゆっくりと視
力が低下して物が歪んで見えたりする
黄斑前膜などがあります。網膜硝子体

疾患には、硝子体出血、網膜剥離、ぶどう膜炎などが
あります。特に黄斑疾患の人は 60代以上に多く、白
内障にも対応して見え方を良くする必要もあります。
新しい装置は手術機器の先端の直径が約 0.5 ㎜と非常
に細く、カッターの回転速度も上がっているので、こ
れまでより手術創が小さくて済みます。結膜切開が不
要で時間の短縮ができるため、患者さんの負担は一層
軽減しています。またこの１台の装置で、硝子体と白
内障の手術を行うことができるようになりました。
　次に「角膜内皮細胞の撮影装置」について説明しま

す。これは白内障、緑内障、網膜硝子体手術の前後に
目の状態を確認したり角膜の病気になっているかを見
たりする装置です。これまで眼の状態を撮影後５～10
分かけて角膜内皮細胞の数を計測していたものが、一
瞬でできるようになりました。この細胞は再生しないの
で加齢や薬の副作用、手術を重ねることなどで減少し、
限度を超えると水疱性角膜症となって目が見えなくな
る場合があります。この細胞数を治療の経過に合わせ
て把握することで、早めに細胞を保護する点眼を開始
できます。計測が簡単になったため検査の機会を増や
すことができ、きめ細やかで早めの治療につながるとと
もに、患者さんの待ち時間の短縮にも役立っています。
　また今回、眼科のデータをまとめて保存する「眼科
ファイリングシステム」も新しくなりました。画像を
並行して表示したり、ビデオ画像を映した
りできるので、患者さんへの説明も一層分
かりやすくできるようになりました。
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YIRA で花見！

■日時／４月 22 日㈯ 11 時～ 13 時
※�中止する場合は開催前日か当日に、ホー

ムページ・Facebook でお知らせします。

■会場／松が岬公園 鎮魂の丘
■�参加費／無料（弁当・飲み物持参）
※申込不要

Eigo・中国語でランチ

■�日時／中国語：４月 14 日㈮、Eigo：
４月 28 日㈮各 12 時～ 13 時
■会場／アーカス
■参加費／無料（昼食持参） ※申込不要

EIGO で遊ぼう

　「イースターエッグ」を作ります！
■�日時／４月９日㈰ 10 時 30 分～
■会場／アーカス
■対象／３才～小学生�※要申込み

■�参加費／子ども 1 人につき 300 円

米沢市国際国流協会事務局
米沢市国際交流プラザ「アーカス」米沢市門東町３丁目１-47
☎ 33-9146【電子メール】 yira@omn.ne.jp

謝りすぎの日本人？
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の 23 歳。平成 27 年から
本市の国際交流員に。好
きな食べ物はお好み焼き。
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